コミットメント型ライツ・オファリングにおけるＱ＆Ａモデル

コミットメント型ライツ・オファリングにおけるＱ＆Ａモデル
	　このモデルは、コミットメント型ライツ・オファリングに際し、発行会社が株主をはじめとする投資家に対して行う当該ライツ・オファリングに関する説明をＱ＆Ａの形式で記者発表資料に記載する場合の内容として標準的と考えられるところをまとめたものである。

　実際の記載に当たっては、当該ライツ・オファリングの内容に合わせて適宜記載内容の変更・追加を行い、法令等に照らして適切であるかどうかの最終的な判断は個別事例ごとに検討・判断する必要がある。
　なお、このモデルは、次に掲げる各項目を条件とするコミットメント型ライツ・オファリングを前提としている。

１．普通株式１株につき新株予約権１個を割り当て、当該新株予約権１個を行使することで普通株式１株（新株式）を交付。
２．株式の売買単位100株、新株予約権の売買単位100個。

３．ライツ・オファリングに当たり、権利割当日の前日を株主確定日とする総株主通知請求の方法を用いる。
また、【　】内は用語の選択肢を、　　　内は記載に当たっての留意事項を、それぞれ表している。


１．新株予約権無償割当てを利用したライツ・オファリングの基本的な仕組みについて
（１）
Ｑ）ライツ・オファリングの概要について教えて欲しい。
Ａ） ライツ・オファリングは株式会社の資金調達手法の一つであり、普通株式を目的とした新株予約権を株主に割り当てるものです。
本件については１株の当社普通株式に１個の本新株予約権が割り当てられ、１個の本新株予約権の行使により１株の当社普通株式が交付されます。当社は、新株予約権の割当日の前営業日を株主確定日とし、当該株主確定日時点の株主に持株数に応じて本新株予約権を無償で付与し、交付された本新株予約権について行使期間において行使され行使価額の払込みを受けた場合に、当社普通株式を交付します。
     本新株予約権は○○証券取引所の新株予約権の市場に上場されるため（○○証券取引所からの上場承認を前提とします。以下同様です。）、本新株予約権の上場期間中、市場での売買が可能です。
（２）
Ｑ）ライツ・オファリングの特徴は、何か。
Ａ）ライツ・オファリングは、一般的な公募増資や第三者割当増資と比較して、既存株主の皆様が保有する当社普通株式の数に応じて割り当てられる点が特徴であると理解しております。
また、（株式の）株主割当増資や従来の新株予約権の無償割当てと比較して、割り当てられた新株予約権が証券取引所において上場される点が特徴であると理解しております。

（株式の）株主割当増資では、株式を引き受ける権利の第三者への譲渡が基本的に認められず、また、従来の新株予約権の無償割当てでは、割り当てられた新株予約権の売却の機会が実質的には限られるため、新株予約権が割り当てられた株主はそれを行使するか失権させるかの二択を迫られることとなると理解しております。

この点、ライツ・オファリングでは、新株予約権は証券取引所において上場され、市場取引による売却の選択肢が新株予約権者に付与されているため、新株予約権の行使を望まない場合は、新株予約権を市場取引により売却しその対価を得ることができます。

平成○年○月○日（○）から平成○年○月○日（○）までの行使期間（引受証券会社以外の新株予約権者の行使期間をいいます。）において本新株予約権者によって行使されなかった本新株予約権は、当社が、取得条項に基づき取得します。
当社は、その新株予約権を、引受契約を締結した証券会社に譲渡し、その証券会社はその新株予約権全てを、自ら行使するか第三者に行使させます。

これにより、ライツ・オファリングで割り当てられた新株予約権は全て行使されることとなり、当社は当初予定した金額の資金調達を実現することができます。
（３）
Ｑ） 新株予約権とは何か。

Ａ） 新株予約権とは、その権利を保有する者（新株予約権者）が、行使期間において行使し行使価額（新株予約権の行使に際して払込みを要する当社普通株式１株当たりの金額をいいます。）を払い込むことにより、発行会社から、その新株式の発行、又は自己株式の交付を受けることができる権利をいいます。

本新株予約権の行使価額及び行使期間等の詳細な内容につきましては、当社の平成○年○月○日付「新株予約権無償割当て（ライツ・オファリング（コミットメント型））に関するお知らせ」本文をご参照ください。
（４）

Ｑ） 本新株予約権の上場概要について教えて欲しい。

Ａ） 本新株予約権の新株予約権の割当を受ける株主確定日である平成○年○月○日（○）の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に本新株予約権が無償で割り当てられます。また、当該株主確定日の翌営業日である平成○年○月○日（○）から本新株予約権は○○証券取引所○○市場へ上場される予定であり、上場されている間は同市場での売買が可能となります。なお、本新株予約権の上場廃止日は平成○年○月○日（○）を予定しておりますが、具体的には、追って○○証券取引所より発表されます。同市場における売買最終日は、上場廃止日の前営業日となりますが、売買の取次について詳しいことは、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（５）

Ｑ） 新株予約権者には、どのような選択肢があるのか。

Ａ） 新株予約権者の選択肢としては、大別して、

①　本新株予約権の行使

②　本新株予約権の売却

③　①及び②のいずれも行わない

という３つが考えられます。また、③の場合は、当社による取得条項に基づき、当社が取得することとなります。
①　本新株予約権を行使する場合、行使価額（１株当たり○円）を（お取引先証券会社が手数料等を徴求する場合は、当該手数料等と合わせて）払い込むことにより、当社普通株式を取得することとなります（詳細は下記「３.本新株予約権の行使について」をご参照ください。）。
②　本新株予約権を市場で売却する場合、本新株予約権の市場における約定価格から売買手数料等を差し引いた金額を得ることができますが、当社普通株式を取得することはできません（詳細は下記「４.本新株予約権の取引について」をご参照ください。）。
③　①及び②のいずれも行わなかった場合、当社は、平成○年○月○日、取得条項に基づき本新株予約権を取得し、取得する本新株予約権の新株予約権者の皆様に配当金領収証方式により対価を支払うこととなります。取得に当たっての対価は○○の時に決定いたします。このとき、本新株予約権が目的とする当社普通株式の価格等の状況により、この対価が０円となる場合があります。当社が本新株予約権を取得した場合、新株予約権者の皆様は、当社普通株式を取得することはできません。
    なお、上記はあくまで本新株予約権が割り当てられた場合の一般的な選択肢を示したものであり、本新株予約権を行使するのか、売却するのか、又は、行使も売却も行わずに取得条項に基づく当社による本新株予約権の取得によりその対価を受領するのかは、新株予約権者の皆様ご自身の投資判断によります。当社は本新株予約権に関して何らの投資判断のアドバイスをすることはできませんので、株主の皆様におかれましては、当社が平成○年○月○日付で公表した「新株予約権無償割当て（ライツ・オファリング（コミットメント型））に関するお知らせ」及びＥＤＩＮＥＴ（URL: http://info.edinet-fsa.go.jp/）にて縦覧されている当社の平成○年○月○日付有価証券届出書等をご参照のうえ（なお、本新株予約権に関する目論見書は作成・交付されません。）ご自身の責任において、本新株予約権に係る投資判断を行ってください。 
（６）

Ｑ） 単元未満株式を保有する株主にはどのような選択肢があるのか。

Ａ） ライツ・オファリングでは、当社の単元株式数である100株に満たない当社普通株式に対しても、１株の当社普通株式に対して１個の本新株予約権が割り当てられます。

ただし、本新株予約権の売買単位は100個ですので、100個未満の本新株予約権を市場で売買することはできません（なお、市場外での売買については売買単位による制約はありません。）。
他方、本新株予約権の行使は１個単位から可能ですので、本新株予約権を行使することにより当社普通株式を取得することはできます。
（７）

Ｑ） 本新株予約権の行使価額の設定理由について説明して欲しい。

Ａ） 当社が平成○年○月○日付で公表した「新株予約権無償割当て（ライツ・オファリング（コミットメント型））に関するお知らせ」の「○．発行条件の合理性」に記載のとおり、本新株予約権の行使価額を○円（本新株予約権の発行決議日前日の当社普通株式の終値の○.○％）と設定しております。これは、○○○にあたって今後想定される資金需要及び本新株予約権の権利行使により発行される予定の株式数、並びに既存株主の皆様による本新株予約権の行使の可能性等を総合的に勘案して決定されたものです。
（８）

Ｑ） 新株予約権無償割当てによる当社普通株式の権利落ちの概要を教えて欲しい。

Ａ） 今回の新株予約権無償割当てによって、平成○年○月○日（○）から当社普通株式の株価に、権利落ちが反映されます。なお、ご参考までに、○○証券取引所の「呼値の制限値幅に関する規則」では、権利落ち日の基準値段は[（権利付最終値＋新株払込金額）÷（１＋新株割当率）]で計算することとされております。
（９）
Ｑ） 大株主は本新株予約権を行使するのか。
Ａ） 当社は、今回の新株予約権無償割当てにより割り当てられることとなる本新株予約権について、特定の株主に関し、行使する予定であるか確認をしておりません。
（１０）

Ｑ） 本新株予約権の行使により当社普通株式が一斉に交付されるのであれば、株式価値が大きく希薄化することになるのではないか。

Ａ） 本新株予約権は既存株主の皆様が保有する当社普通株式の数に応じて割り当てられるため、本新株予約権を全て行使した場合には、その方が有する持分比率の希薄化は基本的に生じないものと考えております。

また、今回の新株予約権無償割当てによって、平成○年○月○日（○）から当社普通株式の株価に権利落ちが反映されますが、本新株予約権は○○証券取引所へ上場される予定であり、本新株予約権の行使を希望しない場合には、上場後に本新株予約権を市場で売却することにより希薄化による経済的損失をある程度軽減することができる設計となっております。
（１１）

Ｑ） 当社普通株式の信用取引の処理（権利処理、現引禁止の扱い等）について説明して欲しい。

Ａ） 信用取引に係る各種取扱いにつきましては、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（１２）
Ｑ） 当社普通株式のるいとうやミニ株の取扱いはどうなるのか。

Ａ） 株式累積投資及び株式ミニ投資の取扱いにつきましては、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（１３）

Ｑ） 外国居住株主による本新株予約権の割当て、行使、売買について制約があるか。

Ａ） 外国居住株主の皆様に対する適用法令上、本新株予約権の割当て、行使、売買について制約がある可能性がございますので、各外国居住株主の皆様においては、それぞれに適用される法令の弁護士等にお問い合わせください。
	外国居住株主による権利行使を制限する場合は、その内容及び市場での売却は可能である旨を記載。


２．本新株予約権の割当てについて

（１）

Ｑ） 保有株式に対して何個の本新株予約権が割り当てられるのか。

Ａ） 新株予約権の割当を受ける株主確定日の最終の株主名簿に記載又は記録された各株主の皆様の保有する当社普通株式数と同数の本新株予約権が割り当てられることとなります。
（２）

Ｑ） 本新株予約権の無償割当てを受けるにはどうしたらよいか。

Ａ） 本新株予約権の割当を受ける株主確定日は平成○年○月○日（○）となっておりますので、同日の最終の株主名簿に記載又は記録されていれば、特に手続を経ることなく本新株予約権の無償割当てを受けることができます。本新株予約権の無償割当てを受ける権利が付いた当社普通株式の最終売買日は、平成○年○月○日(○)となります。

なお、本新株予約権は無償で割り当てられますので、本新株予約権の割当てを受けるためには代金をお支払いいただく必要はありません（なお、本新株予約権を行使する場合には行使価額を（お取引先証券会社が手数料等を徴求する場合は、当該手   

数料等と合わせて）お支払いただく必要があります。）
（３）

Ｑ） 新株予約権証券は発行されるのか。また、本新株予約権の割当ての有無はどのように確認すればよいのか。
Ａ） 本新株予約権について、新株予約権証券は発行されません。当社としては、通常、新株予約権の割当を受ける株主確定日である平成○年○月○日（○）の翌営業日に、当該株主確定日の最終の株主名簿に記載又は記録された各株主の皆様の証券口座に新株予約権の残高が発生することになるものと理解しております。詳しくは、必ずご自身でお取引先証券会社等にお問い合わせください。
（４）

Ｑ） 株式を特別口座において保有している株主には、本新株予約権は割り当てられるのか。

Ａ） 特別口座（○○信託銀行株式会社）に記録された株式に対しても本新株予約権が割り当てられ、株式と同様に特別口座に記録されます。

なお、本新株予約権は、特別口座に記録されたままでは、行使も売却もできません。本新株予約権を行使又は売却される場合は、あらかじめ、本新株予約権者がお取引先証券会社の口座へ本新株予約権を振り替える必要がありますので、お早めにお取引先証券会社等において手続を行ってくださいますようお願いいたします。
（５）

Ｑ） 本新株予約権の無償割当て後はどのような書類が、いつどこに送付されてくるのか。

Ａ） 本新株予約権の新株予約権の割当を受ける株主確定日の約○週間後に、当該株主確定日の最終の株主名簿に記載又は記録された各株主の皆様の住所等に、本新株予約権に係る株主割当通知書等が送付されます。
なお、本新株予約権の行使及び売買につきましては、割当通知書等を受領する前から可能であり、行使については平成○年○月○日（○）から、売買については平成　　

○年○月○日（○）（本新株予約権の上場日（予定））からお取引ができます。本新  株予約権の行使又は売買のお取引を希望される場合は、必ずご自身でお取引先証券会社にお問い合わせください。
（６）

Ｑ） 自己株式には本新株予約権は割り当てられるのか。

Ａ） 会社法第278 条第２項の規定により、当社が保有する自己株式には本新株予約権は割り当てられません。
３．本新株予約権の行使について

（１）

Ｑ） 本新株予約権を行使した場合、何株の株式が手に入るのか。

Ａ） 本新株予約権１個につき目的となる当社普通株式の数は１株となっております。従いまして、本新株予約権を行使する場合、本新株予約権の残高が記録されている証券会社を通じて当社に行使価額（１株当たり○円）を（お取引先証券会社が手数料等を徴求する場合は、当該手数料等と合わせて）払い込むことにより、行使した本新株予約権の個数と同数の当社普通株式を取得することとなります。なお、本新株予約権の行使は、１個単位から可能となります。
（２）

Ｑ） 保有する複数の本新株予約権（例えば1,000 個）のうち、その一部（例えば500 個）を行使することはできるのか。

Ａ） 本新株予約権の行使は１個単位から可能となっておりますので、各本新株予約権者の皆様が複数の本新株予約権を保有する場合に、その一部の本新株予約権のみを１個単位で行使することは可能です。従いまして、例えば、1,000 個の本新株予約権を保有する本新株予約権者が、そのうち500 個のみを行使し、残りの500 個は市場で売却することなども可能です。

なお、本新株予約権の発行要項第○項において、「各本新株予約権の一部行使はできない」旨規定されておりますが、ここでいう「一部行使」とは、１個の本新株予約権の一部（例えば0.5 個の本新株予約権）のみを行使することができない旨を定めるものであり、複数の本新株予約権を保有する場合に、その一部の本新株予約権のみを１個単位で行使することを禁止する趣旨ではありません。

ただし、当社普通株式の市場での売買単位は100株となっているため、本新株予約権の行使の結果、交付される当社普通株式の数が100株未満である場合には、当該株式については市場での売買は行えませんのでご留意ください。
（３）

Ｑ） １個の本新株予約権の一部（例えば0.5 個）を行使することはできるのか。

Ａ） 本新株予約権の発行要項第○項において「各本新株予約権の一部行使はできない」旨定められており、１個の本新株予約権の一部（例えば0.5 個の本新株予約権）のみを行使することはできません。なお、先述のように1,000個中500個の行使等を禁止する趣旨ではありません。

（４）

Ｑ） 本新株予約権の権利行使はいつまで可能なのか。
Ａ） 【[一般の]or[引受証券会社以外の]】本新株予約権者の皆様が本新株予約権を行使できる期間は、平成○年○月○日(○)から同年○月○日（○）までとなっております（発行要項に記載している本新株予約権の権利行使期間よりも早く終わります）。なお、証券会社によっては行使請求の受付期間がこれとは異なる場合がありますので、お取引先証券会社の行使請求受付期間につき、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（５）

Ｑ） 本新株予約権の行使を行う場合、どのような手続をすればよいのか。

Ａ） 本新株予約権を行使する場合は、本新株予約権者の皆様の新株予約権の残高が記録されているお取引先証券会社に対し、所定の行使請求書に必要事項を記入、捺印のうえ、ご提出頂くとともに、行使価額（１株当たり○円）を（お取引先証券会社が手数料等を徴求する場合は、当該手数料等と合わせて）払い込む必要があります。

ただし、証券会社によって手続が異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
なお、発行要項記載の行使請求受付場所（○○信託銀行株式会社 本店）では、本新株予約権者の皆様から直接行使請求を受け付けることはできませんので、ご注意ください。
（６）

Ｑ） 本新株予約権の行使請求書はどこで入手できるのか。

Ａ） 株主の皆様及び本新株予約権者の皆様のお取引先証券会社で入手できます。また、当社ホームページ（http://・・・・・・・）に行使請求書の様式を掲載しますので、これをプリントアウトしてご利用いただくこともできます。

なお、本新株予約権に係る株主割当通知書等（本新株予約権の割当を受ける株主確定日の約○週間後に、当該株主確定日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の皆様に送付）にも同封いたします。
ただし、証券会社によって行使請求書が異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社へお問い合わせください。
	外国居住株主による権利行使の制限に関連し、特定の国・地域に居住していないことの宣誓を盛り込む場合、その内容は案件ごとに異なるため、その案件のために用意される行使請求書の様式を用いてもらう必要がある。


（７）

Ｑ） 株式が手に入るのはいつか。

Ａ） 本新株予約権者の方から証券会社が行使請求書と行使価額を受け付けた後、当該証券会社から当社への本新株予約権の権利行使の請求及び行使価額の払込みが完了した日から３営業日目に、当社普通株式について、本新株予約権者の皆様のお取引先証券会社における証券口座に交付される当社普通株式の残高が記録され、○○証券取引所で売買が可能となります。ただし、証券会社によって手続が異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（８）

Ｑ） 本新株予約権の行使により生じる費用について教えて欲しい。

Ａ） 本新株予約権の行使に関して発生する費用は証券会社によって異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
４．本新株予約権の取引について

（１）

Ｑ） 本新株予約権の売買を市場で行う場合、どのような手続をすればよいのか。

Ａ） 当社としては、本新株予約権の市場での売買については、証券会社を通じて売買することが可能であると理解しております。ただし、本新株予約権の売買の手続や売買請求の受付最終日等、詳しいことにつきましては、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（２）

Ｑ） 本新株予約権の市場における売買単位はどうなるのか。

Ａ） 本新株予約権の売買単位は100個ですので、100個未満の本新株予約権を市場で売買することはできません（なお、市場外での売買については売買単位による制約はありません。）。
（３）

Ｑ） 単元未満株に割り当てられた本新株予約権を行使した結果交付される株式は売買できるのか。
Ａ） 当社普通株式の売買単位は100株ですので、100株未満の当社普通株式を市場で売買することはできません（なお、市場外での売買については売買単位による制約はありません。）。
（４）

Ｑ） 本新株予約権を市場で売却した場合、いくら手に入るのか。

Ａ） 本新株予約権の市場における約定価格から売買手数料等を差し引いた金額になります。
（５）

Ｑ） 本新株予約権を市場で売却した場合、代金はいつ手に入るのか。

Ａ） 約定日の３営業日後に各本新株予約権者の皆様のお取引先証券会社における口座に入金されます。ただし、本新株予約権の売却につきましては、証券会社によって取扱いが異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（６）

Ｑ） 本新株予約権の市場での売買により生じる費用について教えて欲しい。

Ａ） 本新株予約権の市場での売買に際しては、お取引先証券会社に支払う売買手数料が発生します（具体的な手数料の金額については、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。）。

（７）

Ｑ） 本新株予約権を市場取引で取得した場合、行使までの手続はどうなるのか。

Ａ） 市場で取得した本新株予約権は約定日から３営業日後に受け渡しとなります。かかる本新株予約権の行使に関する手続は、当初割り当てされた本新株予約権の行使と同様ですので、上記３.（５）をご参照ください（なお、かかる本新株予約権の行使は、受渡しを受けた後に行うことになる点にご留意ください。）。ただし、証券会社によって手続が異なる場合がありますので、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。
（８）

Ｑ） 本新株予約権の売買可能期間は、いつからいつまでか。

Ａ） 本新株予約権は、新株予約権の割当を受ける株主確定日の翌営業日である平成○年○月○日（○）から本新株予約権は○○証券取引所○○市場へ上場される予定であり、上場されている間は同市場での売買が可能となります。なお、本新株予約権の上場廃止日は平成○年○月○日（○）を予定しておりますが、具体的には、追って○○証券取引所より発表されます。同市場における売買最終日は、上場廃止日の前営業日となりますが、売買の取次について詳しいことは、必ずご自身で、お取引先証券会社にお問い合わせください。

５．税金について

本項目では、本新株予約権に係る税務上の取扱い等のうち、個人に関するものについての当社の考えをお示しいたします。

ただし、個人及び法人とも、株主の皆様及び本新株予約権者の皆様の本新株予約権に係る税務上の取扱い及び証券口座に係る取扱いについては、ご自身の責任におきまして、税理士等の専門家及びお取引先証券会社にご確認くださいますようお願い致します。

また、外国居住者の皆様に対する適用法令上、本新株予約権に係る税務上の取扱いが異なる可能性がございますので、各外国居住者の皆様においては、それぞれに適用される法令の弁護士又は税理士等にお問い合わせください。
（１）

Ｑ）本新株予約権は特定口座と一般口座のどちらの口座に入るのか。

Ａ）本新株予約権を当社からの無償割当てにより取得する場合、各株主が保有している当社普通株式が、特定口座と一般口座のいずれで管理されているかにかかわらず、本新株予約権は特定口座に受け入れることができます。

また、本新株予約権を市場の売買により取得する場合、本新株予約権は特定口座に受け入れることができます。

さらに、特定口座で管理する本新株予約権の行使により交付される当社普通株式は、その行使の時にその交付される普通株式の全てを特定口座に受け入れる場合には、その特定口座に受け入れることができます。

なお、証券会社によって取扱いが異なる場合がございますので、詳細はお取引先証券会社にお問い合わせください。

（２）

Ｑ）本新株予約権を譲渡した場合の税金はどうなるのか。

Ａ）無償割当てにより取得した本新株予約権の取得価額は、原則として０円となり、市場での売買により取得した本新株予約権の取得価額は取得に要した費用（売買手数料等を含みます。）となります。

本新株予約権を証券会社への売委託によって譲渡した場合、譲渡価額から取得価額と譲渡に要した費用（消費税等を含みます。）を差し引いた金額が譲渡益として課税対象になります。

＊１　平成25年中の譲渡益に対する税率は、10％（所得税７％、住民税３％）になり、また、所得税額に対し2.1％の復興特別所得税が別途課税されます。

＊２　平成26年以後の譲渡益に対する税率は、20％（所得税15％、住民税５％）になります。また、平成49年12月31日までの間は、所得税額に対し2.1％の復興特別所得税が別途課税されます。

（３）

Ｑ）　一般口座で管理される本新株予約権を証券会社への売委託によって譲渡した場合、確定申告が必要となるのか。

Ａ）　確定申告が必要となる場合があります。

（４）

Ｑ）　本新株予約権の行使により新たに取得した当社普通株式の取得価額はいくらになるのか。

Ａ）　本新株予約権の取得方法に応じ次のとおりになります。

① 無償割当てにより取得した本新株予約権の行使による場合

「権利行使による１株当たりの払込金額」×「権利行使により取得した株式数」により算出した額になります。
② 市場の売買により取得した本新株予約権の行使による場合

「権利行使による１株当たりの払込金額」＋（「本新株予約権の行使直前の取得価額（取得に要した売買手数料等を含みます。）」÷「権利行使により取得した株式数」）により算出した１株当たりの取得価額に対し「権利行使により取得した株式数」を乗じた額になります。
なお、株主の皆様が本新株予約権無償割当ての前から保有する当社普通株式について、新株予約権無償割当てに係る権利落ちが株価に反映されますが、当該当社普通株式の課税上の取得価額には反映されません。
（５）

Ｑ）　未行使の本新株予約権は上場廃止後、取得条項に基づき発行会社に取得されるが、この場合の課税関係はどうなるのか。

Ａ）　未行使の本新株予約権は、取得条項に基づき当社が各株主の皆様から取得しますが、この場合、当社による本新株予約権の取得価額から各株主の皆様の取得価額を控除した額が本新株予約権の譲渡益として課税されます（当社による本新株予約権の取得価額から各株主の皆様の取得価額を控除した額が０未満の場合は譲渡損となります。）。

　　    また、当社が取得する本新株予約権は上場廃止となった時点で特定口座から払い出されますので、特定口座の計算対象にはなりません。

＊１　非上場の新株予約権の譲渡益に対する税率は、20％（所得税15％、住民税５％）になります。また、平成49年12月31日までの間は、所得税額に対し2.1％の復興特別所得税が別途課税されます。
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